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昭和48年1月13日

新雪招評言日
は-集　個人参加社病患者の全
あすなろ会

発行錆結締窒者団体

第1 5回定某月総会を聞イ凍します○

すがすがしい初夏の季節を向かえ･皆様方.いかがお過ごしでしょうか｡

私たちは･さまざまな病気で永い問苦しんでいる患者やその家族が集まっ

て､手を取り合い勤まし合って病苦をとり払い､病に伴う困鼓を乗り越え

て軒くために｢あすなろ会｣をつくり･患者活動を続けておりますが早く

も14年日を向かえました｡

し●かし会運営にとって一番大切な団結力も､金員の病気が多疾病にわたる

のと稀少がゆえに自分自身の病気が十分理解されないという問題があり､

交流会を行なうたUに難病がゆえの将来にたいする漠然とした不安や悩み

は､ 14年を縫た今も変わらないのか現実です.

また自分の病気のことに気をとられている間に･ rあすなろ会｣から独立

したr後縦秘等骨化症｣に生活機能障害度という判定基埠が適用され､難

病であっても｢Ej常生活･通院に介助を要しない患者J tま特定疾患対象外

となりました｡

道に対してとま･道単独事業としてみてもらうよう要望しましたが､懇談会

のなかで(l)国の制度がそのようになっている　切対象とならなかった人

は普通の挺庸保鯉でやってもらいたいと官われました｡

｢あすなろ会｣としてこのことは･見逃すことができません｡　r医療晃

抑制｣との理由から生活繊維障害度という判定基埠が橋本柄や大動脈炎症

候群に適用拡大される恐れがあるからです｡
これに対して難病連の態度は･国がはじめた特定疾患対韓は､病気の原因

究明と治横法の開発が目的であり･一つの疾病を研究するためには､五度

の患者も軽度の患者も合わせて対象としなければ正確な把軌まできないし､

また適の対韓もそれに基づいて行なってきたはすで､軽度の患者を対象と

しないということは科学としての研究の態度とは思われないとの考えに立

っています｡

良近の福祉政鴇の後退を見るにつけ､難病患者に対する冷酷な牧隻としか

思えない､私たちは人生を楽しみたいという願望を持っているが､現実に

必要な医療現や通院虫が家計の負担になっているから､その軽減を求めて
いるのである｡

私たちの前途には､まだまだたくきんの評虚や困難がよこたわっています

が､このような時にこそ､私たちは手をとりあいr苦しいなかにも､､生き

る喜びを共にわかち合える社会｣の車載,を目指して､さらに会員による活

動を続けて行きたいと思います｡

今回はより多くの参加を心からお待ちしております｡
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医療講演会　　　l≫　第

― 1 O月

　北大小児科　永島先生　　　　　　　19　　全道役員研修会（札幌）

四回燧勺

30日　］ﾝどｒ夕導入委員会　　　　　　　　23　札幌地区患者交流会

-
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25日　合同レク実行委員会

29日　札幌支部合同レク（定山渓）
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20日　第28回理事会

25日　札幌地区患者交流会（役員会）
｢でﾇi石ふ晶匹
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　２ロ　第１３回全退ｔ会（札幌）

2:l□　第１４回定貰月総会

　　　記念講演「ストレスと病気について」

　　　札幌明和病院院長　奥瀬　哲　先生
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21日　橋本病医座講演会（旭川支部共催）

　　　旭川医大小児科　奥野　兄ii-:　先生

26日　札幌地区患者交流会

　　　　　　　　　３月-

３日　機　閃　誌　発　送

７日　i-t'19 in'n'- (札幌支部）

８日　　同　上

14日　第31回理事会

28日　実務担当者会議

　　　　　　　妾ｸﾘｱ;:雲　、･

　　　　　　　岳ぢ更；ふ詰

　　　　　ｘ　　レaf万口でyで･

　Ｊ　

]円レ

＜

　じ　　　　　　　　　　　　　まで｀こと孟
　　　　　　　　蕪　が'れ



息　　ろ

昭和6 1年度
･1夫算幸艮尊者

自　昭和61年4月　1日
室　昭和62年3月31日

収入の酋TS 

科目 田�uﾈ蠅�61決算 剴E要 道補助金 

配分交付金 鼎S������450.000 
-一丁一三吏事.00086.500!全色 

授助会員l30.000 �2.95TTg& 

参加負 ��������ol 

販嘉事業 �3�ﾃ����38,540 � �7�耳痔ｦﾈﾉB陜H懌��8ﾈ��ﾈ.��ソt■ その他の事業 寄付金 l協力全速元金 ���ﾃ����0 剪�

10.000 迭ﾃ����剴ｽ名 

5,000 ���

募金相違元金 署名草金還元金 受取利息 雑収入 迭ﾃ����0 剪�

5000 ��620 刳ﾒ元金 

3000234 劔 

10.000 �0 � 

前期繰越金 収入合吉十 田2ﾃ�#B�田2ﾃ�#B���

781,124 �646,968 � 

会　計　監　査　報　告　書

上記の件について､厳正なる監査の結果適正であることを報皆いたします｡

昭和12年4月･zDEl

会計監査

氏名77串珠承一　心′印



昭お出卓∠耶0日あすなろ個肋 
チ) 支.出のさrS 

科目 剴c�uﾈ螟田�ﾈ�B�剄ﾗ野 ��

金はJt 剴c�ﾄ駐��C津#C"�� 

iI連垂加Jt 剴3�ﾃ���3�纉C��剄∮ｯレク等.参加史 

後見会 剪�剏�ﾊ史､全域Jt.月日青史 

事兼Jt 剴Cコﾃ�����#ィﾃsィ� 

研偵金 剴#�ﾃ������� 

医療は流会 剴CR�������Rﾃ����捕師甜礼､交通PE 

患者大会 剴c�ﾃ����鉄r��3"�会特Jt､通信兵､交通Jt 

養育ltn● 剴3��������#rﾃ����宿泊.会qJt､交流Jt 

検拾相良金 剴��ﾃ������� 

医確相読会 剴�#�ﾃ����都偵c迭�会噂且､通信文､交通史 

実態調査Jt 剴��������"繝C��交通且' 

横間は.法泉lOO,00057,436 劔價E兼鼻､印刷Jt､通情ZI 

柏gFパンフ �30.0000 劔 

地区育成且 �20,000 刧T0,000 刮�l共､柿餅甜礼 

相横長補助 �20,000 �12.000 剴d話､交通Jt 

活jh旦 �20.000 �22.88l 剏�ﾊJt､参加旦 

負担金 �182.000 �181,200 � 

維持会ZIJ80.000 劔180,000 剏ｪ病連へ 

llSK負担金 ��2,000 �1,200 剔�3格郵便 

維持遷宮魚 鉄Bﾃ�#B��53,570 � 

通情交漣St ���ﾃ�����0 � 

事持局Jt �3�ﾃ�����26,000 冲軒､光換Jt 

染料鼻 迭ﾃ�����5.200 價PC相鉄染料 

稚Zt 湯ﾃ�#B��22,370 剪湯｢且.舶閉居地検金 

fA立金一支出 ��� � 

予頒Jt ��� � 

次期繰越金 ����78,l72 劍Q癌性大J8炎医療相杭全 

支出台石十 疋$ﾂﾄ�#B��646,968 � 
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El召手t1 6　2　年度 事業盲十 画　く藁l)

4月　北緯道難病連捻全く18日～19日)

札幌地区患者交流会

6月　役　員　会

札幌地区患者交流会

6月　役員会(定期捨金準備)
楼　閣　誌　発　行

札幌地区'患者交流会

7月　定　期　捨　金
｢浪塘性大陽炎J医療講演及び医療相談会

札幌地区患者交流会(役員会)

北監支那患者交流会/-雌区患者交流会

8月　第14回難病患者･障智者と家族の全道集会
全道患者･家族交流会く釧掩市) (釧路･
札幌地区患者交流会/函館地区患者交流会

9月　r多発性硬化症｣医療相鉄会
札幌地区患者交流会く役員会)
機　現　法　発　行

10月　rレツクリングハウゼン氏｣柄医療相談会
札幌支部患者交線会

11月　r大動脈炎症候群｣医療相談会
札幌地区患者交流会(役員会)

12月　rチヤ1)ティクリスマスパーティ｣ (道難病連主催)

税　関　箆　発　行

1月　札幌地盲患者交流会く新年役兵舎)

2月　機　関　泣　発　行

札幌地底患者交流会

3月　rネフローゼ症候削医療講演会及び医療相鉄会
札幌地区患者交流会(役員会)
実務担当者会態
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放ろ個人紳 

支出-那. 劔劔��ﾂ��ﾂ�

科目 剴b��uﾈ撮�62予井 兢�� 

60:000 田�ﾃ���� 

30.000 �3�ﾃ����合同レク等.参加艮 交通鼻､全域鼻､追憶旦 

会 剴3�����30,000 役鼻 事典鼻 �485,000 鉄#�ﾃ����宿泊.会場Jt､交流丸 捕師甜礼､交通集 会場鼓,通信免､交通史 

研性会 �20.000 �#�ﾃ����

医療班iA全 �45,000 �3�ﾃ����

患者大会 H● �60000 田�ﾃ����

30000 �3������宿泊.会場鼻､交浅見 
養育1†J 械珍相換金 �10.000 迭�����交通旦 会場鼓､通信fL､交通旦 

故会 �120000 ��S�ﾃ����医療相 態調査PL �10,000 迭ﾃ����印尉.良､通惜良 好集見､印刷鞍､通憎fl 

100000 ��#�ﾃ����

'叫パンフ �30,000 �3�ﾃ����印刷n､通は秩 会場且､交流会旦 

地区育成阜 �#�ﾃ����30,000 

相故鼻補助 �#�ﾃ����20.000 �6I�*Hﾏ�,ｨ迺�ﾏ�,ｨ��I�Xｭh�9t从(橙�

活動鼓 �#�ﾃ����20,000 

182000 ����ﾃ#��� 
負担金 維持会見 ����ﾃ����180,000 �>����-b�

負担金 �"ﾃ����1,200 ��c8霻9]b�HSK_ 鉄C�#B�53.972 ��

維持運嘗FL 通侶交通史 事務樹Jt 牝���10,000 �,ｩ�乖鶇ﾏ�,ｨｨ��

30,000 �3�ﾃ����電藩､光換A ��

yL料井 励Rﾃ����5,000 櫨�9�ｩ_ｩg�怩���

9124 湯纉s"�慶弔た 
n IA立金支出 �� ��

備1 �� ��早 次料扱蟻金 合音十 ���0 ��

781,124 島Cb蹐s"� 
支出 剪�
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列車ダイヤはおよそつきの通りとなる予定

旺(8/8)

霊芝芸0.≡ :: 1,09二竺竺竺竺コ追分発09 : 4 7
旭川発09:00

8潤発11:51-釧路苔15:12

鞄(8/10)

釧揮発09:12-新村充12:18-旭川名

㌔

追分発14:30-札幌葛16:18

■i

東室蘭発　　　　-由成毛19:13

7417グ妄ム兼8日(土)

18:00-19:30　歓迎レセプション　　　　　　ホテル

ムックリの演奏

郷土芸能

故迎捌夢　　他

9日(日)

9ニ30-12:00　分科会　　ホテル､公民臥揃祉会館

12:00-12:50　移動､昼食(弁当)

13:00-15:3O　全休躯会　　　　　　　公民蛇

挨拶

基調絹てら

.41エバ粥

アピーJL'採択　他

16:O0-17:3() il)内税光　ilin･馴?t･池内など
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